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教
科
書
編

お
知
ら
せ

集
部
便
り

過
去
か
ら
現
在
へ
、
そ
し
て
未
来
へ
続
く
教
科
書
の
姿

昭
和
五
十
年
度
版
の
教
科
書
を
通
勤
・
帰
宅
途
中
の
電
車
の
中
で
読
ん
で
い

ま
す
。
ご
経
験
豊
富
な
先
生
方
に
と
って
は
懐
か
し
く
お
感
じ
に
な
ら
れ
る
「
フ

シ
ダ
カ
バ
チ
の
秘
密
」
や
「
ラ
ス
コ
ー
洞
窟
の
壁
画
」、
ま
た
、
現
行
版
ま
で
継

続
さ
れ
て
い
る
「
少
年
の
日
の
思
い
出
」「
走
れ
メ
ロ
ス
」
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
作
品
・
文
章
以
外
に
、
学
習
の
て
び
き
や
、
活
動
教
材
な
ど
に
も
目
を

向
け
て
み
ま
す
と
、「
何
を
学
ぶ
か
」
が
明
確
な
言
葉
で
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
昭
和
五
十
年
度
版
の
二
年
生
教
材
「
サ
ー
カ
ス
の
馬
」
の
読
書
感

想
文
を
書
く
教
材
の
て
び
き
の
中
に
、「
構
成
や
表
現
の
優
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、

疑
問
に
思
う
と
こ
ろ
を
と
ら
え
る
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
読
ん
だ
と
き
、
三

月
に
告
示
さ
れ
た
「
新
し
い
学
習
指
導
要
領
」
の
指
導
事
項
を
思
い
出
し
ま
し

た
。「
新
し
い
学
習
指
導
要
領
」
で
は
、文
章
の
構
成
や
展
開
に
注
意
し
て
「
自

分
の
考
え
を
述
べ
る
・
ま
と
め
る
」と
い
う
こ
と
に
重
点
の一つ
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

「
サ
ー
カ
ス
の
馬
」
の
教
材
の
て
び
き
は
、
過
去
の
指
導
要
領
に
沿
っ
た
も
の
で
あ

り
な
が
ら
、「
新
し
い
学
習
指
導
要
領
」
の
重
点
の一つ
と
内
容
的
に
合
致
し
て
い

る
と
思
い
ま
し
た
。

学
習
指
導
要
領
は
改
訂
を
繰
り
返
し
ま
す
。
そ
し
て
、
教
科
書
編
集
も
、

学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
て
、
指
導
事
項
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
な
が
ら

進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
教
室
や
生
徒
を
取
り
巻
く
環
境
は
刻
々
と
変
化
し
て

お
り
、
昔
の
指
導
内
容
が
す
べ
て
現
在
に
通
用
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
教
科
書
に
必
要
な
こ
と
は
、
過
去
か
ら
続
く
学
習
を
ふ

ま
え
つつ
、
こ
れ
か
ら
も
続
く
大
切
な
こ
と
が
何
で
あ
る
か
を
考
え
、
そ
の
時
代

の
生
徒
た
ち
の
目
線
に
あ
っ
た
教
材
を
示
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て

い
ま
す
。

移
行
期
間
の
資
料

編
集
部
で
は
現
在
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
使
用
の
新
版
教
科
書
の
編
集
と
、

来
年
度
か
ら
の
移
行
期
間
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
資
料
の
作
成
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
資
料
は
、「
新
し
い
学
習
指
導
要
領
」
に
沿
っ
て
、
ご
指
導
を
先

行
実
施
さ
れ
る
先
生
方
の
た
め
の
「
移
行
期
の
た
め
の
年
間
指
導
計
画
資
料
」

で
す
。「
新
し
い
学
習
指
導
要
領
」
へ
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
に
、
先
生

方
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
資
料
作
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※「
移
行
期
の
た
め
の
年
間
指
導
計
画
資
料
」
は
、
二
学
期
中
の
配
布
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
弊
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
光
村
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
に
も
あ
わ
せ
て
ア
ッ

プ
す
る
予
定
で
す
。

光
村
「
国
語
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
」
中
学
校
版

実
践
活
用
ガ
イ
ド
完
成
の
お
知
ら
せ

「
国
語
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
」
の
基
本
的
な
使
い
方
か
ら
、
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
や

実
践
事
例
、
よ
く
寄
せ
ら
れ
る
ご
質
問
な
ど
を
一
冊
に
ま
と
め
た
「
実
践
活
用

ガ
イ
ド
」
が
で
き
ま
し
た
。「
話
す
・
聞
く
」「
古
典
」
の
各
編
二
教
材
ず
つ
の

実
践
と
、
人
気
の
高
い
資
料
や
簡
単
な
機
器
の
設
置
に
つ
い
て
な
ど
、
充
実
し
た

内
容
と
な
って
い
ま
す
。

無
料
配
布
中
で
す
の
で
、
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
光
村
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
内
「
デ
ジ

タ
ル
教
材
」
コ
ー
ナ
ー
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.m
itsum

ura-tosho.co.jp/digital/

今
号
の
特
集
テ
ー
マ
「
話
し
合
い
活
動
」
は
、
現
場
の
先
生
方
か
ら
、
扱
い
が

難
し
い
と
の
声
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
誌
で
は
、「
話

し
合
い
活
動
」
の
手
だ
て
や
工
夫
が
た
く
さ
ん
盛
り
込
ま
れ
た
事
例
を
ご
紹
介

し
ま
し
た
。
弊
社
の
国
語
教
科
書
で
は
、
十
月
に
「
話
し
合
い
活
動
」
の
教
材

を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
日
常
的
に
他
者
と
相
互
に
思
考
を
深
め
た
り
ま
と
め

た
り
し
な
が
ら
解
決
し
て
い
く
能
力
の
育
成
の
た
め
に
、
本
誌
を
ヒ
ン
ト
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想
、
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
広
報
部
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
（
三
四
九
三
）
五
四
八
三

E-m
ail

koho@
m
itsum

ura-tosho.co.jp
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研
究
会
の
ご
案
内

平
成
二
十
年
度
愛
知
県
東
海
市
教
育
実
践
総
合
発
表
会

開
催
日

平
成
二
十
年
十
一月
六
日
（
木
）
〜
二
十
日
（
木
）

会

場

愛
知
県
東
海
市
の
小
学
校
十
二
校
・
中
学
校
六
校

テ
ー
マ
「
さ
ら
な
る
授
業
改
革
に
挑
む
」

中
学
校
区
ご
と
の
テ
ー
マ
を
切
り
口
に
、
子
ど
も
た
ち
を
見
つ
め
、
教
材

を
ひ
も
と
き
、
よ
り
よ
い
授
業
を
築
き
上
げ
よ
う
と
す
る
教
育
実
践
発

表
会
で
す
。
詳
し
い
内
容
、
参
加
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

東
海
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
五
二
（
六
〇
三
）
二
二
一
一

E-m
ail

gakkyou@
city.tokai.lg.jp

http://w
w
w
.city.tokai.aichi.jp/̃kyouiku/kyouiku.htm
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「
言
語
教
育
振
興
財
団
」
研
究
助
成
金

一
般
公
募

言
語
教
育
（
国
語
教
育
・
外
国
語
教
育
等
）
の
充
実
・
発
展
を
図
る
た
め
に
、

優
れ
た
研
究
開
発
を
行
う
団
体
又
は
個
人
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

◇
助
成
内
容

①
言
語
教
育
の
内
容
・
方
法
に
関
す
る
も
の
（
教
育
内
容
・
方
法
部
門
）

②
言
語
教
育
教
材
の
質
的
向
上
に
関
す
る
も
の
（
教
材
部
門
）

③
教
育
機
器
を
利
用
し
た
言
語
教
育
の
在
り
方
に
関
す
る
も
の（
教
育
機
器
部
門
）

◇
研
究
期
間

平
成
二
十
一年
四
月
〜
二
十
二
年
三
月
（
原
則
一年
間
）

◇
応
募
資
格

言
語
教
育
（
国
語
、
外
国
語
、
日
本
語
等
）
に
関
し
て
研
究
開
発
を
行
う
教
員

教
育
開
発
を
行
う
小
・
中
・
高
等
学
校
・
大
学
・
教
育
研
究
団
体

◇
助
成
件
数
及
び
金
額

助
成
件
数
は
八
十
件
ま
で
。
助
成
金
額
は一件
に
つ
き
二
十
万
〜
五
十
万
円

◇
応
募
方
法
・
締
め
切
り

・
所
定
の
申
請
用
紙
に
記
入
の
上
、
研
究
開
発
活
動
に
つ
い
て
の
企
画
書
又
は

実
施
し
た
実
践
報
告
書
等
の
参
考
書
類
を
添
え
て
、
平
成
二
十
年
十
二
月

二
十
五
日
（
木
）
必
着
で
、
当
財
団
事
務
局
に
郵
送
。

・
申
請
用
紙
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
又
は
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
上
、

当
財
団
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
こ
の
応
募
要
項
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
推
薦
の
場
合
も
同
様

に
扱
い
ま
す
。

◇
決
定
・
発
表

当
財
団
「
選
考
委
員
会
」
に
て
選
考
を
行
い
、
選
考
結
果
を
平
成
二
十
一年
二
月

末
ま
で
に
通
知
。
平
成
二
十
一年
三
月
末
に
銀
行
振
り
込
み
で
交
付
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

財
団
法
人
「
言
語
教
育
振
興
財
団
」
事
務
局

〒
一
四
一
‐
〇
〇
二
一

東
京
都
品
川
区
上
大
崎
二
‐
十
九
‐
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
三
（
三
四
九
三
）
七
三
四
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
（
三
四
九
三
）
二
一
七
四




